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（仮称）小千谷市防災センター 設計競技審査結果 

 

 

小千谷市 
 

 

１ 設計競技の概要及び選定結果 

小千谷市は、（仮称）小千谷市防災センターの設計者選定にあたり、その設計提案を広

く全国から求めるため、公募型設計競技を実施しました。その実施に当たっては、第一次

審査と第二次審査からなる 2 段階方式により選定を行いました。選定にあたっては、専

門的かつ公正な審査を行うため、学識経験者及び行政関係者で構成する審査委員会を設

置しました。 

参加表明書は５者から提出されましたが、2 者が辞退し、3 者から設計図書の提出を

受けました。この３者から提出された設計図書について、書類審査を行い、３者に対し、

プレゼンテーション及びヒアリングを実施したうえで、以下のとおり決定しました。 

 

【選定結果】 

〇最優秀提案  株式会社トミトアーキテクチャ 

 

 

２ 設計競技の実施経緯 

・ 第１回審査委員会において、本設計競技を２段階審査方式により実施すること、及び

「（仮称）小千谷市防災センター整備事業 建設工事設計業務 設計競技 実施要領」の

内容について検討 

・ 第一次審査において、施設全体の整備計画として「拠点性」「意匠計画」「施設及び動

線の配置計画」「災害時・平常時における具体的な施設設備機能」「事業費に対する評

価」などの視点から、書面にて評価を実施 

・ 第二次審査では、提案者によるプレゼンテーション並びに審査委員によるヒアリング

を実施し、「設計図書の内容」「理解力・対応力」「本業務への取組意欲」さらには、

仕様書を上回る「特に評価すべきもの」の４つの視点から総合的な評価を実施 

・ 第二次審査において、２者が同点一位となり、この２者に対して、追加で補足面接を

実施し、最優秀提案を決定 

 

 



 2 

令和５年４月 20 日(木) 「(仮称)小千谷市防災センター設計競技実施要領」の公告 

令和５年５月 17 日(水) 参加表明書の提出期限（参加者５者） 

令和５年７月 11 日(火) 設計図書の受付期限（提出者３者） 

令和５年８月１日(火) 第一次審査（書類審査） 

令和５年８月 11 日(金) 第二次審査（プレゼンテーション及びヒアリング） 

令和５年８月 22 日(火) 補足面接 

令和５年９月 14 日(木) 最優秀提案の決定 

 

 

３ 審査委員会 

審査委員会については、防災・建築・土木の各専門分野において、豊富な知識や経験

を有する学識経験者３名の委員を招聘し、行政側からは、総合的な視野にたって審査に

あたるべく適切な人材を２名参加させた。 

氏   名 所属・役職等 専門分野 

委員長 田村 圭子 新潟大学危機管理本部 危機管理センター教授 防災 

委 員 

津村 泰範 長岡造形大学建築・環境デザイン学科准教授 建築 

井ノ口宗成 富山大学都市デザイン学部准教授 土木 

山口 良信 小千谷市副市長 行政 

大平  忍 小千谷市防災安全課長 行政 

 

 

４ 審査委員会 講評 

・ ３者からの積極的な提案について、まずもって評価できる。 

・ 最優秀提案に選ばれた内容は、本業務の委託内容として十分に要件を満たし、かつ意

欲的な内容となっている。また、受託先として期待される資質と能力を満たしている

と判断できる。 

・ ただし、本業務の実施にあたり、以下の点に留意すべきである。  

１） 提案は具体性があり、小千谷市が実現を望む、平時と災害時において十分な機能

を果たす施設提案となっているが、平時・災害時の利用が想定される住民・地域

のニーズ、関係機関のニーズを的確に把握し、行政と協議の余地を残しながら、

状況に応じて、適宜変更・修正するなど柔軟に対応していくことが求められる。 

２） 特に、設計受託者は、実施設計の段階において、小千谷市の意向をふまえて、進
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めて欲しい。また、小千谷市の各担当者については、自覚をもって設計受託者と

十分に協議して進めて欲しい。 

３） 小千谷市は雪深い土地柄であるとともに、強風が発生しやすい地域であること

を前提とし、１年を通じて活用できる施設とすることが期待されることをふま

えて進める必要がある。 

４） 小千谷市は、平成１６年新潟県中越地震の被災地として、多くの教訓を内外に提

供している自治体であることをふまえ、進めて欲しい。 

 

（仮称）小千谷市防災センター整備事業  

建設工事設計業務 設計競技審査委員会 

 

 

 


